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1. 活動のテーマ 

〈テーマ〉    朝顔 

 

〈テーマの設定理由〉 

園庭で見かける草花や虫に目をとめ、興味を示す姿が多く見受けられたので朝顔の種を子どもたちと植えてみ

たところ、子どもたちは芽が出ることを心待ちにして毎日プランターを覗き込み、水やりにも積極的に取り組

む姿が見られた。また、『朝顔』の絵本を読んだところ、絵本の中にあった『朝顔で遊ぼう』というテーマに

「やってみたい！」「すごいね」「本当にできるの？」といった声も上がった。そうした姿から、子どもたちが

朝顔の成長に興味・関心を持っていると感じテーマとして設定した。 

 

2. 活動スケジュール 

 ５月１日(木) 朝顔 種まき 

 導入として絵本を用いて『朝顔』という植物に興味・関心を示し始めた 

 ５月８日(木) 発芽観察 

 ５月９日以降 

・いつでも子どもたちが主体的に観察や世話が出来るようにする 

・当番活動としても順番に水やりを行う 

・葉っぱに直接触れて感触を味わう 

・ツルの伸びていく様子の観察 

・つぼみの形や花の開き方を観察 

・実、種の採取 

 朝顔が咲いたら、花を活用して子どもたちの好きな色水遊びに活用、製作を行う 

 

 

3. 探求活動の実践 

〈活動の内容〉 

子どもたちが毎日通るテラスにプランターやネット、ジョウロを設置し、いつでも子どもたち自身が朝顔に

直接触れながら朝顔の成長を観察、探求できるように設定した。また、子どもたちが興味を持った時に実際

の朝顔と比較したり、成長の予測や観察する際のきっかけとなるように、『朝顔』の絵本から成長過程の様

子をコピーしてプランターの近くに掲示した。子どもたちは「お水あげたい」「葉っぱが大きくなった」と

日々成長を喜び、そっと葉っぱに触れてみると「葉っぱがふわふわ！触ってみて！」と友だちや教諭に自分

の発見を知らせ、共有していた。 

また、別の日には掲示してある写真と見比べながら、「これ！ぐるぐるしてるの一緒！」とツルが伸びてい

く様子に気付き、「こっちにもあった」と教諭と一緒に他にもくるくるしているツルがあるか探し観察をし

た。 

６月 18 日(水) 初めての開花を観察。「やったー、咲いたね」「かわいい～」などそれぞれに開花を喜ぶ姿

が見られた。 

 



７月８日(火) 朝顔の花で色水づくりと染紙体験 

絵本に載っていてやってみたいと話していた朝顔の花で色水を作るを実践。 

ジップロックに朝顔の花と水を入れ、揉んで色水を作った。「わぁ、朝顔と同じ色になった」とじっと 

色水を見つめ、「もっとやりたい」と揉んで色出しを楽しんだ。 

更には、朝顔の色水を使って染紙で朝顔を作る製作を行った。朝顔の色水の他にも水彩ペンで自分の好きな

色水を作り、丸く切ったキッチンペーパーに染み込ませ朝顔の花を 3 輪作って台紙に貼りツルはクレヨン

で描いて自分だけの朝顔が出来上がった。 

「本当の朝顔みたい」と喜んだり、朝顔の色水で染めた紙を匂ってみる姿が見られた。他にも「青色の朝顔

もあった」と青のペンで色水を作る子や、「ピンクが可愛かった」とピンクのペンで色水を作る子もいた。 

 

9 月２日(火) 実、種を採取 

実を摘まんで取り、パリパリという感触を楽しむ子、中の種をとにかく集めてカップに入れる子、「もっと

集めて！」「みて！ハートの形があった」と友だちと一緒に採取しながら形探しをする子と様々な様子が見

られたが、どの子も夢中になっていつまでも集めていた。 

種に夢中になる様子から、朝顔の種を拡大して見たり、子どもたちが好きなどんぐりと比較してみるのはど

うだろうかと１０月８日(水)に書画カメラを活用し、採取した実、種の観察を行った。 

内容としては、朝顔の成長の記録のスライドショーを作成し、電子黒板にて振り返りを行い、朝顔の花から

色水が出来る様子も改めて書画カメラで拡大し、水に色が滲み出る様子を観察した。 

また、書画カメラで朝顔の種をどんぐりやクルミ、かぼちゃ、ゴーヤなど他の植物の種と比較しながら観察

すると、「どんぐりも種なんだ！」との声が上がったり、ゴーヤが熟すと何色の種になるかクイズで盛り上

がるなど種への探求を深め、更には落ち葉にも興味を示し自由遊びの中で様々な落ち葉を集める姿が見ら

れ、次の探求にも繋がっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 振り返り 

教諭同士で子どもたちの会話や様子を共有することで、自分だけの見方とは異なる子どもの目線での感じ方、

表現の仕方を知ることが出来た。また、当番活動に盛り込みながら水やりをしていくことでみんなで育てたと

いう気持ちが持つことが出来た。栽培期間が長く、夏休みも挟んだので子どもたちの興味、関心が持続するの

かとの懸念もあったが、一人一人が朝顔を気にかけ、成長を楽しみながら種の採取まで行う姿に、興味、関心

があるからこそ、持続性をもって探求しようとするのだと改めて気づくことが出来た。  


















